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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】人の終末期に、人の死期を見つけることが可能
な検出装置を提供する。
【解決手段】検出装置は、所定の場所にいる人が発する
身体の振動から呼吸の信号を実時間で検出する検出手段
と、呼吸の信号の基準値を予め求めて記憶させておく記
憶手段と、記憶させた呼吸の信号の基準値と検出手段で
検出した実際の信号とを比較する比較手段と、比較手段
における呼吸の信号の比較結果から下顎呼吸症状を検知
することによって人の終末期を判定する判定手段とを有
することを特徴とする検出装置。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の場所にいる人が発する身体の振動から呼吸の信号を実時間で検出する検出手段と
、
　呼吸の信号の基準値を予め求めて記憶させておく記憶手段と、
　記憶させた前記呼吸の信号の基準値と前記検出手段で検出した実際の信号とを比較する
比較手段と、
　該比較手段における呼吸の信号の比較結果から下顎呼吸症状を検知することによって人
の終末期を判定する判定手段とを有することを特徴とする検出装置。
【請求項２】
　前記検出手段は、所定の場所にいる人が発する身体の振動から体動の信号を実時間で検
出し、
　前記記憶手段には、体動の信号の基準値を予め求めて記憶させておき、
　前記比較手段は、記憶させた前記体動の信号の基準値と前記検出手段で検出した実際の
信号とを比較し、
　前記判定手段は、終末期の判定に体動の信号の比較結果を利用することを特徴とする請
求項１に記載の検出装置。
【請求項３】
　前記検出手段は、所定の場所にいる人が発する身体の振動から鼾の信号を実時間で検出
し、
　前記記憶手段には、鼾の信号の基準値を予め求めて記憶させておき、
　前記比較手段は、記憶させた前記鼾の信号の基準値と前記検出手段で検出した実際の信
号とを比較し、
　前記判定手段は、終末期の判定に鼾の信号の比較結果を利用することを特徴とする請求
項１又は２に記載の検出装置。
【請求項４】
　前記検出手段は、所定の場所にいる人が発する身体の振動から心拍の信号を実時間で検
出し、
　前記記憶手段には、心拍の信号の基準値を予め求めて記憶させておき、
　前記比較手段は、記憶させた前記心拍の信号の基準値と前記検出手段で検出した実際の
信号とを比較し、
　前記判定手段は、終末期の判定に心拍の信号の比較結果を利用することを特徴とする請
求項１乃至３の何れか１項に記載の検出装置。
【請求項５】
　所定の場所にいる人が発する身体の振動から呼吸及び体動の信号を実時間で検出する検
出手段と、
　呼吸及び体動の信号の基準値を予め求めて記憶させておく記憶手段と、
　記憶させた前記呼吸及び体動の信号の基準値と前記検出手段で検出した実際の信号とを
比較する比較手段と、
　該比較手段における呼吸及び体動の信号の比較結果に基づいて人の終末期を判定する判
定手段とを有することを特徴とする検出装置。
【請求項６】
　所定の場所にいる人が発する身体の振動から体動の信号を実時間で検出する検出手段と
、
　体動の信号の基準値を予め求めて記憶させておく記憶手段と、
　記憶させた前記体動の信号の基準値と前記検出手段で検出した実際の信号とを比較する
比較手段と、
　該比較手段における体動の信号の比較結果から体動の頻度が前記基準値に比べて大幅に
減少することによって人の終末期を判定する判定手段とを有することを特徴とする検出装
置。



(3) JP 2019-107463 A 2019.7.4

10

20

30

40

50

【請求項７】
　所定の場所にいる人が発する身体の振動から鼾の信号を実時間で検出する検出手段と、
　鼾の信号の基準値を予め求めて記憶させておく記憶手段と、
　記憶させた前記鼾の信号の基準値と前記検出手段で検出した実際の信号とを比較する比
較手段と、
　該比較手段における鼾の信号の比較結果から睡眠時の鼾が減少することによって人の終
末期を判定する判定手段とを有することを特徴とする検出装置。
【請求項８】
　所定の場所にいる人が発する身体の振動から心拍の信号を実時間で検出する検出手段と
、
　心拍の信号の基準値を予め求めて記憶させておく記憶手段と、
　記憶させた前記心拍の信号の基準値と前記検出手段で検出した実際の信号とを比較する
比較手段と、
　該比較手段における心拍の信号の比較結果から単位時間当たりの心拍数の変化または信
号強度の変化によって人の終末期を判定する判定手段とを有することを特徴とする検出装
置。
【請求項９】
　前記基準値は、終末期ではない状態における信号を用いることを特徴とする請求項１乃
至８の何れか１項に記載の検出装置。
【請求項１０】
　前記検出手段によって実時間で検出した信号を遠隔地に時系列で送信可能であること、
又は、前記判定手段による状態変化を遠隔地に連絡通報可能であることを特徴とする請求
項１乃至９の何れか１項に記載の検出装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、ベッド及び床に敷く寝床において、人の肺の呼吸活動及び心臓の拍動による
振動をもとにして、人の存在不在を検出できるようにした人の存在不在検出方法及び装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
  特許文献１や特許文献２では、ベッドに設置させたコード状に成形されたピエゾ圧電素
子の着床離床検出センサーで、人の動き、心拍振動或いは呼吸などの体動を検出する。検
出信号が所定時間以上無い場合にベッドからの人が離床、所定時間以上あれば着床と判定
している。
【０００３】
  また、特許文献３では、寝具の下に敷かれた非圧縮性流体を内封したマットレスの圧力
変動をコンデンサマイクロフォンで、人の呼吸信号の変動を検出して呼吸データとして記
憶部に保存する。そして、記憶部に記憶されている呼吸データをもとに、仰臥位での呼吸
振幅最小値である閾値以上の呼吸信号の振幅が所定時間以上続いた場合に入床と離床を判
断している。
【０００４】
  また、特許文献４では、寝具に設置されたピエゾシートで、人の呼吸、心拍、体動に起
因する振動を検出して出力信号としている。出力信号Ｘ（ｔ）の２０情報の積算値の絶対
値が所定値よりＸ０より小さい場合は０、それ以外は１を存在不在判定結果としている。
【０００５】
  また、特許文献５では、多孔性ポリプロピレンエレクトレットフィルム又はポリフッ化
ビニデリンフィルムの振動センサーで、生体の心臓の拍動、肺呼吸及び身体の動きによる
振動を検出して得られた動性電圧信号を元に、存在基準電圧値及び存在不在の経過時間と
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を用いて比較判断して生体の存在不在を判定している。
【０００６】
  また、特許文献６では、寝具に設置されたＰＶＤＦ（ポリフッ化ビニリデン）や静電容
量型振動センサー、空気袋式振動センサー、振動ピックアップなどの振動センサーで、人
の振動信号から０．５～１．５Ｈｚの周波数成分を抽出して心拍信号として一定の時間に
わたっての検出信号の有無で在床状態及び不在状態を判定している。
【０００７】
  また特許文献７では、多孔性ポリプロピレンエレクトレットフィルム、ポリフッ化ビニ
リデンフィルム、加速度センサー、加重センサーで動物生体の心臓の拍動による振動、肺
呼吸による振動、身体の動きによる振動を検出し、何れか一つの該当する信号又は何れか
の組み合わせに該当する信号が消滅することを監視して音、光、文章表示などで通報して
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００５－２３７６８４号公報
【特許文献２】特開２００５－１７７３１３号公報
【特許文献３】特開２００６－２８０６８６号公報
【特許文献４】特開２００２－１８６５９７号公報
【特許文献５】特開２００８－９３３９５号公報
【特許文献６】特開２００７－２０２８４７号公報
【特許文献７】特開２０１０－７５６５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
  特許文献１及び特許文献２では、着床離床検出センサーの出力信号からベッドを使用し
ている人の心拍振動或いは呼吸などの体動による検出信号の有無と継続時間を用いて着床
離床の判断を行なっているが、これらの発明では、検出信号の抽出方法及び検出信号が有
る又は無しの判定方法が不明である。また、日本などで床や畳に寝具を敷く場合は適用で
きない。
【００１０】
  また、特許文献３では、記憶部の保存された人の呼吸データをもとに入床と離床とを判
定しているので、即時に対応した判定ができない。また、判定基準である閾値が仰臥位（
仰向け）での呼吸振幅最小値とあるが、側臥位（横向き）では呼吸振幅最小値が変化して
しまい、判定が不安定となる。更に無呼吸症候群の病状などで呼吸活動が一時停止又は呼
吸が浅くなった場合での呼吸信号の検出ができない時間等が所定時間以上に継続すると離
床と判定してしまう。
【００１１】
  また、特許文献４では、寝具に設置されたピエゾシートで人の心拍、呼吸、体動の振動
の出力信号Ｘ（ｔ）の２０情報の積算値の絶対値が所定値Ｘ０より小さい場合は０、それ
以外は１を在不在判定結果としているが、特許文献４記載の発明は処理方法に関する発明
であって具体的な実施例が無い。また２０情報を取得するサンプリング間隔時間の記述が
無く、仮に１０秒間隔とすると呼吸や心拍に起因する振動に対しては判定が困難となり、
結果が出るまでには２００秒程度を要する。また、ピエゾシートからの出力信号には、人
の心拍、呼吸、体動の振動の信号以外にノイズ信号も含まれているので、心拍、呼吸、体
動による振動の出力信号Ｘ（ｔ）を得るためには抽出フィルタを必要とする。
【００１２】
  また、特許文献５では、多孔性ポリプロピレンエレクトレットフィルム又はポリフッ化
ビニリデンフィルムの振動センサーで生体の心臓の拍動、肺呼吸及び身体の動きによる振
動を検出するという問題がある。また、振動センサーを設置した周辺からの外来振動も検
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出されて存在不在の判定が困難になる。心臓の拍動、肺呼吸及び身体の動きによる振動を
検出するためには、抽出フィルタを必要とする。
【００１３】
  また、特許文献６では、人の身体の振動信号から心拍の０．５～１．５Ｈｚの周波数成
分を抽出して心拍信号として、心拍信号が所定の時間以上で検出されるか否かで在床及び
離床を判定しているが、０．５～１．５Ｈｚの周波数成分抽出では、心拍換算で３０～９
０回／分であり、９０回以上の心拍がある場合には離床と判定されてしまう。同時に人の
肺呼吸が３０回／分（０．５Ｈｚ）以上となると、０．５～１．５Ｈｚの周波数成分抽出
に含まれてしまう。また、０．５～１．５Ｈｚの周波数成分の抽出方法についての実施例
が記述されていない。
【００１４】
  また、特許文献７では、動物生体がすでに生体振動センサー上に存在している状況下に
おいて、動物生体の心臓の拍動による振動、肺呼吸による振動、身体の動きによる振動を
検出して何れか一つの該当する信号又は何れかの組み合わせに該当する信号が消滅するこ
とを監視して体調異変を通報する装置であって、動物生体の存在不在の検出事象について
の記述は無い。不在は心臓の拍動による振動、肺呼吸による振動、身体の動きによる振動
の全てが消滅した場合が不在とされ、存在は少なくとも心臓の拍動による振動と肺呼吸に
よる振動がある場合が存在とされる。
【００１５】
  特許文献１～５では、人の心拍や呼吸による振動或いは身体の振動を各々センサーで検
出し出力された信号をもとに、人の存在の有無を判断しているが、各々振動センサーを設
置した周辺から外来する振動（他人の歩行による床振動や隣室から伝わる床振動、近隣の
車両通行振動など）も同時に検出する。このため、人に起因する振動との分離機能が無く
存在不在等の判定が困難になる。
【００１６】
  そこで、本発明は、振動センサーで人の身体から発生する振動を検出して身体振動信号
を得るが、身体振動信号には振動センサーを設置した周辺を歩行する人の床振動なども含
まれているので、対象とする人に起因する身体振動である心臓の拍動（心拍数換算：３０
～２４０回／分、周波数帯域換算：０．５～４Ｈｚ）や肺呼吸活動（呼吸数換算：６０回
／分以下、周波数帯域換算：１Ｈｚ以下）による振動だけを抽出する分離フィルタ機能を
用いて処理を行なうようにしたものである。
【００１７】
  また、人であることの認識は「心臓の拍動による振動」をフィルタ処理にて分離抽出す
ることで人の存在不在の要件を満たすが、人の健康状態によって頻呼吸や多呼吸などで呼
吸数が上昇又は、除脈などで心拍数が低下して呼吸数と心拍数が重なる状態が起こること
があり得るので心臓の拍動による振動及び肺の呼吸活動による振動を含んだ「心肺活動に
よる振動」も存在不在の要件としている。更に鼾をかいている状態では、肺呼吸の乱れや
身体の振動も生じるので、鼾の状態も検出することで、存在不在の検出精度を上げている
。
【００１８】
  更に人の体位の違いによる身体振動信号の強弱変化を解消する手段として身体振動信号
を十分に増幅する機能を有し、フィルタ処理後に更に抽出信号を増幅することで人の存在
不在を検出する人存在不在検出方法及び人存在不在検出装置を提供することを目的とする
ものである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
  上記目的を達成するために本発明の人存在不在検出方法及び人存在不在検出装置は、所
定の場所にいる人が発する身体の振動から振動信号を検出し、該振動による振動信号をフ
ィルタリング処理して、検出した振動信号が所定の存在継続時間以上を超えると、前記人
が前記所定の場所に存在すること、及び前記振動信号が無い状態が所定の不在継続時間を
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超えると前記人が前記所定の場所に不在であると判定することを特徴としている。
【００２０】
  また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から心臓の拍動に起因する拍動振動を抽
出し、拍動振動が有りの状態が所定の存在継続時間以上を超えることで人が所定場所に存
在していること、及び心拍振動が無い状態が所定の不在継続時間以上を超えることで人が
所定場所に不在であると判定することを特徴としている。
【００２１】
  また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から肺呼吸に起因する肺呼吸振動を抽出
し、肺呼吸振動が有りの状態が所定の存在継続時間以上を超えることで人が所定場所に存
在していること、及び肺呼吸振動が無い状態が所定の不存在継続時間以上を超えることで
人が所定場所に不在であると判定することを特徴としている。
【００２２】
  また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から心臓の拍動に起因する拍動振動と肺
呼吸に起因する肺呼吸振動が共に有りの状態が所定の存在継続時間以上を超えることで、
人が所定場所に存在していること、及び拍動振動と肺呼吸振動が共に無い状態が所定の不
在継続時間以上を超えることで、人が所定場所に不在であると判定することを特徴として
いる。
【００２３】
  また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から鼾に起因する鼾振動を抽出し鼾振動
が有りの状態が所定の存在継続時間以上を超えることで人が所定場所に存在していること
、及び鼾振動が無い状態が所定の不在継続時間以上を超えることで、人が所定場所に不在
であると判定することを特徴としている。ここで、「鼾」とは、人から発せられる音声に
起因する信号を総称するものであり、具体的には鼾，咳，寝言，歯ぎしり等から発せられ
る振動を指す。
【００２４】
  また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から体動に起因する体動振動パルス群を
抽出し、前記体動振動パルス群が有りの状態が所定の期間内に少なくとも２個以上あるこ
とで前記人が前記所定場所に存在していること、及び前記体動振動パルス群が１個以下の
状態が所定の期間内にあることで、前記人が前記所定場所に不在であると判定することを
特徴とする。
また、人の付近に設置して前記人が発する身体の振動を身体振動性電気信号に変換する振
動センサー手段と、前記身体振動性電気信号から心臓の拍動に起因する拍動振動の拍動振
動性電気信号を抽出する拍動フィルタ手段と、存在不在の比較判定の基準となる閾値電圧
をもとに、前記拍動振動性電気信号の検出有りの状態を継続している時間が所定の存在継
続時間以上を超えた時点で前記人が前記振動センサー手段の付近に存在していること、及
び前記拍動性電気信号の検出無しの状態を継続している時間が所定の不在継続時間以上を
超えた時点で人が振動センサー手段の付近に不在であると判定することを特徴としている
。
【００２５】
  また、人の付近に設置して人が発する身体の振動を身体振動性電気信号に変換する振動
センサー手段と、身体振動性電気信号から肺呼吸に起因する肺呼吸振動の肺呼吸振動性電
気信号を検出する肺呼吸振動フィルタ手段と、存在不在の比較判定の基準となる閾値電圧
をもとに肺呼吸振動性電気信号の検出有りの状態を継続している時間が所定の存在継続時
間以上を超えた時点で人が振動センサー手段の付近に存在していること、及び肺呼吸振動
性電気信号の検出無しの状態を継続している時間が所定の不在継続時間以上を超えた時点
で人が振動センサー手段の付近に不在であると判定することを特徴としている。
【００２６】
  また、人の付近に設置して人が発する身体の振動を身体振動性電気信号に変換する振動
センサー手段と、身体振動性電気信号から心臓の拍動に起因する拍動振動及び肺呼吸に起
因する肺呼吸振動を含む拍動肺呼吸振動性電気信号を抽出する拍動肺呼吸フィルタ手段と
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、存在不在の比較判定の基準となる閾値電圧をもとに拍動肺呼吸振動性電気信号の検出有
りの状態を継続している時間が所定の存在継続時間以上を超えた時点で人が振動センサー
手段の付近に存在していること、及び拍動肺呼吸振動性電気信号の検出無しの状態を継続
している時間が所定の不在継続時間以上を超えた時点で人が振動センサー手段の付近に不
在であると判定することを特徴としている。
【００２７】
  また、人の付近に設置して人が発する身体の振動を身体振動性電気信号に変換する振動
センサー手段と、身体振動性電気信号から鼾に起因する鼾振動の鼾振動性電気信号を抽出
する鼾振動フィルタ手段と、存在不在の比較判定の基準となる閾値電圧をもとに鼾振動性
電気信号の検出有りの状態を継続している時間が所定の存在継続時間以上を超えた時点で
人が振動センサー手段の付近に存在していること、及び鼾振動性電気信号の検出無しの状
態を継続している時間が所定の不在継続時間以上を超えた時点で人が振動センサー手段の
付近に不在であると判定することを特徴としている。
【００２８】
  また、拍動フィルタ手段は、身体振動性電気信号の周波数成分にあって、１Ｈｚに設定
された遮断周波数（カットオフ周波数）以上の周波数帯域を通過させる高域通過フィルタ
（ＨＰＦ：Ｈｉｇｈ  Ｐａｓｓ  Ｆｉｌｔｅｒ）及び、４Ｈｚに設定された遮断周波数（
カットオフ周波数）以下の周波数帯域を通過させる低域通過フィルタ（ＬＰＦ：Ｌｏｗ  
Ｐａｓｓ  Ｆｉｌｔｅｒ）を備えることを特徴としている。
【００２９】
  また、前記肺呼吸振動フィルタ手段は、前記身体振動性電気信号の周波数成分にあって
、１Ｈｚに設定された遮断周波数以下の周波数帯域を通過させる低域通過フィルタを備え
ることを特徴としている。
【００３０】
  また、前記拍動肺呼吸フィルタ手段は、前記身体振動性電気信号の周波数成分にあって
、４Ｈｚに設定された遮断周波数以下の周波数帯域を通過させる低域通過フィルタを備え
ることを特徴としている。
【００３１】
  また、前記鼾振動フィルタ手段は、前記身体振動性電気信号の周波数成分にあって、１
００Ｈｚを超えて設定された遮断周波数以上の周波数帯域を通過させる高域通過フィルタ
、及び４００Ｈｚ以上から１０００以下の範囲内で設定された遮断周波数以下の周波数帯
域を通過させる低域通過フィルタを備えることを特徴としている。
【００３２】
  また、振動センサー手段は、多孔性ポリプロピレンエレクトトレットフィルム（ＥＭＦ
Ｉ：Ｅｌｅｃｔｒｏ  Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ  Ｆｉｌｍ）とすることを特徴としている。
  また、前記振動センサー手段は、ポリフッ化ビニリデンフィルム（ＰＶＤＦ）とするこ
とを特徴としている。
【００３３】
  また、前記振動センサー手段は、ポリフッ化ビニリデンと三フッ化エチレン共重合体（
Ｐ（ＶＤＦ－ＴｒＦＥ））とすることを特徴としている．
  また、前記振動センサー手段は、ポリフッ化ビニリデンと四フッ化エチレン共重合体
（Ｐ（ＶＤＦ－ＴｅＦＥ））とすることを特徴としている．
  また、前記振動センサー手段は、薄膜シート状であって、櫛形形状、渦巻き型形状、稲
妻型形状の何れか一つの形状を有することを特徴としている。
【００３４】
  また、振動センサー手段は、薄膜シート状であって、５角以上で１０００角以下の多角
形、曲線形の何れか一方或いは両方を有する形状とすることを特徴としている。
  また、前記存在及び前記不在のいずれか一方の状態で前記人の付近及び遠方のいずれか
一方或いは両方に通報する通報手段を有することを特徴としている。
【００３５】
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  また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から、呼吸,心拍,鼾,体動の４つの信号
を実時間でモニターし、モニターした各信号の有無により、無呼吸症候群を判定すること
を特徴とする。
また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から、呼吸,心拍,鼾,体動の４つの信号を
実時間でモニターする手段と、モニターした各信号の有無により、無呼吸症候群を判定す
る判定手段とを有することを特徴とする。
また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から、呼吸,心拍,鼾,体動の４つの信号の
基準値を予め求めて記憶させておき、これら４つの信号の基準値と測定した実際の４つの
信号とを比較し、その人の終末期を判定することを特徴とする。
また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から、呼吸,心拍,鼾,体動の４つの信号の
基準値を予め求めて記憶させておく記憶手段と、記憶させた４つの信号の基準値と測定し
た実際の４つの信号とを比較する比較手段と、該比較手段の比較結果に基づきその人の終
末期を判定する判定手段とを有することを特徴とする。
また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から、呼吸,心拍,鼾,体動の４つの信号を
検出し、これら４つの信号の存在不在の第１の閾値と、微弱信号を検知する第２の閾値と
を設けておき、検出した信号の内の体動信号が発生した時、前記第１及び第２の閾値を元
に人が起きあがったと判定することを特徴とする。
また、所定の場所にいる人が発する身体の振動から、呼吸,心拍,鼾,体動の４つの信号を
検出する検出手段と、これら４つの信号の存在不在を判定するための第１の閾値と、微弱
信号を検知するための第２の閾値とを記憶する記憶手段と、検出した信号の内の体動信号
が発生した時、前記第１及び第２の閾値を元に人が起きあがったと判定する判定手段とを
有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００３６】
  本発明によって、生体である心臓の拍動及び肺呼吸による振動等に起因する身体振動の
検出の有無で、生体である人であることを認識して存在及び不在を判断することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】実施例における装置の設置例を示す図である。
【図２】実施例における装置構成の概要を示すブロック図である。
【図３】体動振動波形を示す図である。
【図４】実施例における装置の拍動フィルタ手段の周波数特性を示す図である。
【図５】実施例における装置の肺呼吸振動フィルタ手段の周波数特性を示す図である。
【図６】実施例における装置の鼾振動フィルタ手段の周波数特性を示す図である。
【図７】実施例における装置の拍動肺呼吸振動フィルタ手段の周波数特性を示す図である
。
【図８】実施例における装置のフィルタ手段の出力波形を示す図である。
【図９】実施例における装置のフィルタ手段の出力波形を示す図である。
【図１０】実施例における装置の拍動振動性電気信号での離床入床判定手段の概要を示す
図である。
【図１１】実施例における装置の肺呼吸振動性電気信号での離床入床判定手段の概要を示
す図である。
【図１２】実施例における装置の鼾振動性電気信号での離床入床判定手段の概要を示す図
である。
【図１３】実施例における装置の鼾の有無での離床入床判定手段の概要を示す図である。
【図１４】実施例における装置の振動センサー手段の概要を示す図である。
【図１５】起き上がりセンサーの実施例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
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  本発明の人存在不在検出方法及び人存在不在検出装置を図面に基づいて説明する。図１
は実施例における装置の設置例を示す図である。人の存在不在の検出を必要とするところ
のベッド１１にあって、ベッドパッド１３又はマットレス１２の上部や下部に振動センサ
ー手段１０を設置する。床に敷いた寝具にあっては、敷き布団１４の上部や下部に振動セ
ンサー手段１０を設置する。ベッド１１又は敷き布団１４上に存在している人１５の発す
る身体の振動を振動センサー手段１０で検出し、身体振動の有無で人の存在及び不在を判
定する。
【００３９】
  身体振動から心臓の拍動に起因する拍動振動を抽出して拍動振動が所定の存在継続時間
以上を超えることで人１５がベッド１１又は敷き布団１４上に存在していること、及び拍
動振動が無い状態が所定の不在継続時間以上を超えることで、人１５が不在であると判断
する。身体振動から肺呼吸に起因する肺呼吸振動を抽出して肺呼吸振動が所定の存在継続
時間以上を超えることで、人１５がベッド１１又は敷き布団１４上に存在していること、
及び肺呼吸拍動振動が無い状態が所定の不在継続時間以上を超えることで、人１５が不在
であると判断するようになっている。
【００４０】
  身体振動から心臓の拍動に起因する拍動振動と肺呼吸に起因する肺呼吸振動が共に有り
の状態が所定の存在継続時間以上を超えることで人１５がベッド１１又は敷き布団１４上
に存在していること、及び拍動振動と肺呼吸振動が共に無い状態が所定の不在継続時間以
上を超えることで人１５が不在であること、身体振動から鼾に起因する鼾振動を抽出して
鼾振動が所定の存在継続時間以上を超えることで、人１５がベッド１１又は敷き布団１４
上に存在していること、及び鼾振動が無い状態が所定の不在継続時間以上を超えることで
、人１５が不在であると判定する人存在不在の検出方法である。
【００４１】
  図２は実施例における装置構成の概要を示すブロック図である。このブロックは、振動
センサー手段１００である振動センサー１０１で人の身体振動を身体振動性電気信号１０
２として検出する。身体振動性電気信号１０２は差動信号増幅アンプ１１０で増幅される
。拍動フィルタ手段１２０では、身体振動性電気信号１０２をもとに、人の心臓の拍動に
起因する拍動振動の拍動振動性電気信号１２３を抽出する。
【００４２】
  この場合において、前記拍動フィルタ手段１２０は、前記身体振動性電気信号の周波数
成分にあって、１Ｈｚに設定された遮断周波数以上の周波数帯域を通過させる高域通過フ
ィルタ、及び４Ｈｚに設定された遮断周波数以下の周波数帯域を通過させる低域通過フィ
ルタを備えている（詳細後述）。
【００４３】
  また、肺呼吸振動フィルタ手段１２１では、前記身体振動性電気信号の周波数成分にあ
って、１Ｈｚに設定された遮断周波数以下の周波数帯域を通過させる低域通過フィルタを
備えている。この場合において、肺呼吸振動フィルタ手段１２１は人の肺呼吸に起因する
肺呼吸振動の肺呼吸振動性電気信号１２４を抽出する（詳細後述）。
【００４４】
  また、鼾振動フィルタ手段１２２では、人の鼾に起因する鼾振動の鼾振動性電気信号１
２５を抽出する。更に体動振動フィルタ手段１５０は、人の体動に起因する体動振動性電
気信号１５１を抽出する。以上の説明で分かるように、本発明では人の振動性電気信号を
振動の種類に応じたフィルタで分離し、分離したそれぞれの信号を所定の閾値と比較して
、その比較結果に基づいて人の存在不存在を判定するようにしている点に特徴がある。
【００４５】
  図２において、２６０は体動振動のリファレンス値を出力するリファレンス用センサー
手段、２６１はＣＰＵ１４２で演算された各種のデータを記憶する記憶装置である。該記
憶装置２６１としては、例えばハードディスク装置が用いられる。
この種のフィルタ手段において、拍動フィルタ手段１２０,肺呼吸振動フィルタ手段１２
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１,鼾振動フィルタ手段１２２及び体動振動フィルタ手段１５０は、コンデンサや抵抗及
びオペアンプ等で構成されたローパスフィルタ（ＬＰＦ）やハイパスフィルタ（ＨＰＦ）
のアナログフィルタ、又は身体振動性電気信号１０２であるアナログ信号をＡ／Ｄコンバ
ータでデジタル信号に変換し数値化されたデータをもとにＣＰＵ（中央処理装置）の演算
処理にてフィルタリングを行なうデジタルフィルタの何れか一方又は双方で構成すること
ができる。
【００４６】
  なお、デジタルフィルタにあっては、フィルタ処理部専用のＡ／Ｄコンバータ及びＣＰ
Ｕで構成することも可能であるが、存在不在判定手段１４０のＡ／Ｄコンバータ１４１及
びＣＰＵ１４２で処理することができる。存在不在判定手段（離床入床判定手段ともいう
）１４０では、抽出された拍動振動性電気信号１２３がアナログ信号の場合には、Ａ／Ｄ
コンバータ１４１を用いて数値化されたデータと、ＣＰＵ１４２で存在不在の比較判定の
基準となる閾値電圧を比較する。
【００４７】
  そして、この比較結果をもとに拍動振動性電気信号１２３の検出有りの状態を継続して
いる時間が所定の存在継続時間以上を超えた時点で人が、拍動や肺呼吸や鼾や体動等の振
動センサー手段の付近に存在していることを判定する。また、拍動振動性電気信号１２３
の検出有りの状態を継続している時間を所定の存在継続時間と比較する。そして、拍動振
動性電気信号が検出無しの状態を継続している時間が所定の不存在継続時間以上を超えた
時点で、存在不在判定手段１４０中のＣＰＵ１４２は、人が振動センサー手段１００の付
近に不在であることを判断する。また、存在不在判定手段１４０は、肺呼吸振動性電気信
号１２４の検出無しの状態を継続している時間が所定の不在継続時間以上を超えた時点で
、人が振動センサー手段１００の付近に不在であることを判断する。
【００４８】
  抽出された鼾振動性電気信号１２５がアナログ信号の場合には、Ａ／Ｄコンバータ１４
１で数値化されたデータをＣＰＵ１４２で存在不在の比較判定の基準となる閾値電圧と比
較する。そして、ＣＰＵ１４２は鼾振動性電気信号１２５の検出有りの状態を継続してい
る時間が所定の存在継続時間以上を超えた時点で人が振動センサー手段１００の付近に存
在していると判定する。
【００４９】
  また、鼾振動性電気信号１２５の検出無しの状態を継続している時間が所定の不在継続
時間以上を超えた時点で、人が振動センサー手段の付近に不在であることを判断する。更
に体動振動性電気信号１５１の信号の検出が所定の期間内に少なくとも２回以上あれば、
人が振動センサー手段１００の付近に存在していると判定する。逆に、所定の時間内に体
動振動性電気信号１５１の検出が１回以下であれば、その人は不在であると判断する。
【００５０】
  体動振動性電気信号だけ、人の存在不在の判断が異なるのは以下のような理由による。
体動振動は人がベッドから起き上がったり、ベッドに寝たりする行動を検出するものであ
り、その行動は拍動や呼吸のように頻繁に起きるものではないからである。所定の時間内
に体動振動が少なくとも２回以上あれば、その人はベッドから起きたり、寝たりしている
と判断できる。逆に、所定の時間内に体動振動が１回以下の場合には、起き上がった人が
そのまま外出したと判断できる。
【００５１】
  なお、体動振動は拍動等の信号を検出する場合に比較して、検出信号の振幅が非常に大
きい。例えば、拍動振動信号が数１０ｍＶであるのに対して、１０Ｖの大きさになる。つ
まり、他の身体振動に比較して１０００倍くらい大きい。
【００５２】
  前述したように、本発明は１個の振動センサー１０１を用いて４種類の振動を検出して
いるため、一つのアンプの出力にこれら４個の振動の信号が混ざっている。
  そこで、体動振動検出手段１５０は、リファレンス用センサー手段２６０の出力を用い
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て体動振動性電気信号を出力する。そして、身体振動性身体振動性電気信号１０２から体
動振動のみを検出する。検出された体動振動信号は、差動信号増幅アンプ１１０の負入力
に入力される。一方、差動信号増幅アンプ１１０の正入力には身体振動性電気信号１０２
がそのまま入力される。従って、差動信号増幅アンプ１１０からは、体動振動信号が除去
された身体振動性電気信号１０２’が出力される。
【００５３】
  身体振動性電気信号１０２’は、拍動フィルタ手段１２０,肺呼吸振動フィルタ手段１
２１及び鼾振動フィルタ手段１２２に入力され、それぞれの振動信号が選択される。この
結果、拍動フィルタ手段１２０は拍動振動性電気信号１２３のみを出力し、肺呼吸振動フ
ィルタ手段１２１は肺呼吸振動性電気信号１２４のみを出力し、鼾振動フィルタ手段１２
２は鼾振動性電気信号１２５のみを出力する。
【００５４】
  一方、体動振動検出手段１５０の出力は、体動振動フィルタ手段１５２に入り、該体動
振動フィルタ手段１５２は体動振動性電気信号１５１のみを出力する。
  図３は体動振動波形を示す図である。縦軸は電圧（Ｖ）、横軸は時間である。横軸は１
秒間隔で破線で示されている。図に示すように、体動振動の波形の振幅は±４～±４．５
Ｖと大きく、パルス状であることが分かる。体動振動は、他の振動である拍動振動,肺呼
吸振動,鼾振動（何れも出力が１０ｍＶと小さい）と比較して大きい。
【００５５】
  体動振動フィルタ手段１５２は、アナログ又はデジタルフィルタで構成され、入力され
た体動振動信号を最適な振幅の信号に変換して出力し、存在不在判定手段１４０に入力す
る。前述したように、体動振動信号はパルス状であるため、その出力を微分すると、パル
ス信号を得ることができる。このパルス信号は、体動振動性電気信号１５１として、存在
不在判定手段１４０に入る。
【００５６】
  存在不在判定手段１４０では、Ａ／Ｄコンバータ１４１が入力信号をディジタル信号に
変換し、ＣＰＵ１４２に与える。ＣＰＵ１４２は、入力パルスの所定時間内の個数をカウ
ントする。そして、カウントの結果、パルス数が２個以上であれば人は存在し、パルス数
が１個以下であれば人は存在しないと判定する。次に、拍動振動信号,肺呼吸振動信号及
び鼾振動信号の検出方法について説明する。差動振動増幅アンプ１１０は、差分信号の出
力がＶオーダとなるまで増幅する。このようにして抽出された各振動性電気信号は、後述
するように、フィルタ手段によりそれぞれの振動信号に分離することができる。
【００５７】
  さて、通報手段１６０では、存在不在判定手段１４０からの存在不在判定信号１４３を
もとにＬＥＤの点灯やブザーを鳴らして通報を行なう。又はナースコール装置への通報や
通信回線を通して外部に通報する。
【００５８】
  記憶装置２６１は、ＣＰＵ１４２で作成された各種のデータを記憶しておく。例えば、
時系列で拍動フィルタ手段１２０,肺呼吸振動フィルタ手段１２１,鼾振動フィルタ手段１
２２及び体動振動フィルタ手段１５２の出力を記憶する。
【００５９】
  図４は実施例における装置の拍動フィルタ手段１２０の周波数特性を示す図である。図
において、縦軸は入力信号電圧（Ｖ）、横軸は周波数（Ｈｚ）である。また図において、
図２に示すものと同一のものは、同一の符号を付して示す。図２の身体振動性電気信号１
０２から人の心臓の拍動に起因する振動の拍動振動性電気信号１２３を抽出する拍動フィ
ルタ手段１２０であるアナログフィルタ及びデジタルフィルタの拍動フィルタ周波数特性
１６０は、１Ｈｚに設定されたＨＰＦ遮断周波数（カットオフ周波数）１６３以上の周波
数帯域を通過させる高域通過フィルタ（ＨＰＦ：Ｈｉｇｈ  Ｐａｓｓ  Ｆｉｌｔｅｒ）１
６２と、４Ｈｚに設定されたＬＰＦ遮断周波数（カットオフ周波数）１６４以下の周波数
帯域を通過させる低域通過フィルタ（ＬＰＦ：Ｌｏｗ  Ｐａｓｓ  Ｆｉｌｔｅｒ）１６１
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の組み合わせで１～４Ｈｚの周波数帯域のみを通過させる特性を持つフィルタである。
【００６０】
  図５は実施例における装置の肺呼吸振動フィルタ手段１２１の周波数特性を示す図であ
る。図において、縦軸は電圧（Ｖ）、横軸は周波数（Ｈｚ）である。図２の身体振動性電
気信号１０２から人の肺呼吸に起因する肺呼吸振動の肺呼吸振動性電気信号１２４を抽出
する肺呼吸振動フィルタ手段１２１であるアナログフィルタ及びデジタルフィルタの肺呼
吸振動フィルタ周波数特性１７０は、１Ｈｚで設定されたＬＰＦ遮断周波数１７２以下の
周波数帯域を通過させる低域通過フィルタ１７１で、１Ｈｚ以下の周波数帯域１７１で、
１Ｈｚ以下の周波数帯域を通過させる特性を持つフィルタである。
【００６１】
  図６は実施例における装置の鼾振動フィルタ手段１２２の周波数特性を示す図である。
図において、縦軸は入力電圧（Ｖ）、横軸は周波数（Ｈｚ）である。図２に示すものと同
一のものは、同一の符号を付して示す。図２の身体振動性電気信号１０２からの人の鼾に
起因する鼾振動の鼾振動性電気信号１２５を抽出する鼾振動フィルタ手段１２２であるア
ナログフィルタ及びデジタルフィルタの鼾振動フィルタ周波数特性１８０は、１００Ｈｚ
に設定されたＨＰＦ遮断周波数１８２以上の周波数帯域を通過させる高域通過フィルタ１
８１と、４００Ｈｚから１０００Ｈｚ以下の範囲内で設定されたＬＰＦ遮断周波数１８４
以下の周波数帯域を通過させる低域通過フィルタ１８３の組み合わせで１００～１０００
Ｈｚ以下の周波数帯域のみを通過させる特性を持つフィルタである。
【００６２】
  図７は実施例における装置の肺呼吸振動フィルタ手段１２１の周波数特性を示す図であ
る。図２に示すものと同一のものは、同一の符号を付して示す。図２に示す身体振動性電
気信号１０２から人の心臓の拍動に起因する振動の拍動振動性電気信号１２３と、肺呼吸
に起因する肺呼吸振動の肺呼吸振動性電気信号１２４を同時に抽出する肺呼吸振動フィル
タ手段であるアナログフィルタ及びデジタルフィルタの拍動肺呼吸振動フィルタ周波数特
性１９０は、４Ｈｚで設定されたＬＰＦ遮断周波数１９２以下の周波数帯域を通過させる
低域通過フィルタ１９１で、４Ｈｚ以下の周波数帯域を通過させる特性を持つフィルタで
ある。
【００６３】
  図８と図９は実施例における装置のフィルタ手段の出力波形を示す図である。これら図
の波形（Ａ）において、縦軸は入力電圧（Ｖ）、横軸は時間（秒）である。波形（Ｂ）に
おいて、縦軸は入力電圧（Ｖ）、横軸は時間（秒）である。波形（Ｃ）において、縦軸は
入力電圧（Ｖ）、横軸は時間（秒）である。波形（Ｄ）において、縦軸は入力電圧（Ｖ）
、横軸は時間（秒）である。波形（Ｅ）において縦軸は入力電圧（Ｖ）、横軸は時間（秒
）である。
【００６４】
  波形（Ａ）で示す身体の振動に起因する身体振動性電気信号２００をもとに、波形（Ｂ
）は、拍動フィルタ手段で抽出された拍動振動性電気信号２０２の波形であり、検出の有
無は閾値電圧（Ｖ）２０１を基準に比較判定を行なう。比較判定は、拍動振動性電気信号
２０２が閾値電圧２０１の上下に存在しているか否かを判定することで行なう。
【００６５】
  波形（Ｃ）は、肺呼吸振動フィルタ手段１２１で抽出された肺呼吸振動性電気信号２０
４の波形であり、検出の有無は閾値電圧（Ｖ）２０３を基準に比較判定を行なう。波形（
Ｄ）は、鼾振動フィルタ手段で抽出された鼾振動性電気信号２０６の波形であり、検出の
有無は閾値電圧（Ｖ）２０５を基準に比較判定を行なう。これら閾値電圧２０１,２０３,
２０５は、最適な検出信号が得られるように、予め決められた電圧値である。
【００６６】
  波形（Ｅ）は、拍動フィルタ手段にあって、肺呼吸の活動が６０回／分を超えて上がっ
た場合に拍動フィルタ手段がフィルタ処理する１～４Ｈｚの周波数帯域まで入りこんだ状
況を示しており、肺呼吸振動が６０回／分を上回る区間と、下回る区間で拍動振動が抽出
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されることを示す。逆に、拍動に起因する振動が６０回／分を下回る状況にあって、肺呼
吸振動フィルタ手段１２１（図２参照）がフィルタ処理する１Ｈｚ以下の周波数帯域まで
入りこんだ場合でも肺呼吸振動フィルタ手段１２１で捕捉することができる。
【００６７】
  このような肺呼吸の活動が上昇又は拍動が低下する状況であるならば、肺呼吸と振動の
両方を同時に抽出するフィルタ手段として、図７の拍動肺呼吸振動フィルタ手段で示すよ
うな４Ｈｚで設定されたＬＰＦ遮断周波数以下の周波数帯域を通過させる低域通過フィル
タを用いることもできる。
【００６８】
  人の肺呼吸の活動は、意識的に停止させることが可能であり、肺呼吸による振動の有無
と拍動による振動の有無の両方で存在不在の判定を行なうようにする。また人が鼾をかく
状況では、肺呼吸に起因する振動や拍動に起因する振動の抽出が困難となりやすいので、
鼾振動フィルタ手段を用いて鼾の有無も存在不在の判定に必要な条件となる。
【００６９】
  図１０は実施例における装置の拍動振動性電気信号での存在不在判定手段（離床入床判
定手段）１４０の概要を示す図である。図２に示す存在不在判定手段１４０における離床
入床の判定において、拍動振動性電気信号２１１をもとに閾値電圧（Ｖ）２１０を基準と
して拍動振動性電気信号２１１の有無を検出し、拍動振動性電気信号２１１が無い状態か
ら有る状態となり、存在判定継続時間２１２を超えた時点で存在２１３と判定する。
【００７０】
  逆において、拍動振動性電気信号２１５をもとに閾値電圧（Ｖ）２１４を基準として、
拍動振動性電気信号２１５の有無を検出し、肺呼吸振動性電気信号２１５が有る状態から
無い状態となり、不在判定継続時間２１６を超えた時点で不在２１７と判定する。ここで
、存在判定継続時間２１２、不在判定継続時間２１６は、図２に示すＣＰＵ１４２がＡ／
Ｄコンバータ１４１からのデジタル信号を入力して、検出信号を入力データとしてカウン
トすることで、求めることができる。例えば、存在判定継続時間２１２が所定の数以上に
なった時点で存在を判定し、不在設定継続時間２２６が所定の時間からカウント０であれ
ば、不存在と判定することで実行させることができる。
【００７１】
  図１１は実施例における装置の肺呼吸振動性電気信号での存在不在判定する離床入床判
定手段の概要を示す図である。図に示す存在不在判定手段（離床入床判定手段）１４０に
おける離床入床の判定を行なう場合において、肺呼吸振動性電気信号２２１をもとに閾値
電圧（Ｖ）２２０を基準として肺呼吸振動性電気信号２２１の有無を検出する。そして、
肺呼吸振動性電気信号２２１が無い状態から有る状態となり、存在判定継続時間２２２を
超えた時点で存在２２３と判定する。
【００７２】
  逆において、肺呼吸振動性電気信号２２５をもとに閾値電圧（Ｖ）２２４を基準として
、肺呼吸振動性電気信号２２５の有無を検出する。そして、肺呼吸振動性電気信号２２５
が有る状態から無い状態となり、不在判定継続時間２２６を超えた時点で不在２２７と判
定する。これらの判定は、存在不在判定手段１４０（の中のＣＰＵ１４２）が行なう。
【００７３】
  図１２は実施例における装置の鼾振動性電気信号での存在不在判定手段１４０の概要を
示す図である。図２の存在不在判定手段１４０による判定を行なう場合、鼾振動性電気信
号２３１をもとに閾値電圧（Ｖ）２３０を基準として鼾振動性電気信号２３１の有無を検
出し、鼾振動性電気信号２３１の不在状態から存在状態となり、ＣＰＵ１４２は存在判定
継続時間２３２を超えた時点で存在２３３と判定する。
【００７４】
  逆において、鼾振動性電気信号２３５をもとに閾値電圧（Ｖ）２３４を基準として鼾振
動性電気信号２３５の有無を検出し、鼾振動性電気信号２３５が存在する状態から不在状
態となり、不在判定継続時間２３６を超えた時点でＣＰＵ１４２は不在２３７と判定する
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。
【００７５】
  図１３は実施例における装置の鼾の有無での存在不在判定手段１４０（図２参照）の概
要を示す図である。ＣＰＵ１４２は、鼾振動性電気信号２４１を閾値電圧（Ｖ）２４０と
比較する。そして、鼾振動性電気信号２４１の有無を検出し、鼾停止期間２４２及び鼾活
動区間２４３を把握する。
【００７６】
  人の鼾の活動により肺呼吸の乱れや身体振動が増大する状況において、拍動振動性電気
信号１２３及び肺呼吸振動性電気信号１２４の検出ができない状態が生じた場合に、存在
不在判定手段１４０は、鼾活動区間２４３では、拍動振動性電気信号及び肺呼吸振動性電
気信号の検出にかえて、鼾活動をもって人が存在すると判定する。鼾停止区間２４２にあ
っては、拍動振動性電気信号及び肺呼吸振動性電気信号をもとに存在不在の判定を行なう
。
【００７７】
  図１４は実施例における装置の振動センサー手段の形状の概要を示す図である。振動セ
ンサーが平面シート形状２５０の場合には、曲面体である身体に馴染み難く接する面積が
少なくなり身体振動の検出感度が低下する。平面多角型形状２５１の形状にあっては、曲
面体である身体の位置に応じて馴染み接する面積が広がり身体振動の検出感度が向上する
。例えば平面多角形状は、くし型形状２５２、渦巻き型形状２５３、稲妻型形状２５４と
する。この場合における振動センサー手段は、薄膜シート状であって、５角以上で１００
０角以下の多角形であれば身体振動の検出感度を向上させることができる。
【００７８】
  このような形状の振動センサー手段を用いることにより、多孔性ポリプロピレンエレク
トレットフィルム（：Ｅｌｅｃｔｒｏ  Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ  Ｆｉｌｍ（ＥＭＦＩ）、
又はＰＶＤＦ（ポリフッ化ビニリデンフィルム）又はポリフッ化ビニリデンと三フッ化エ
チレン共重合体（Ｐ（ＶＤＦ－ＴｒＦＥ））、又はポリフッ化ビニリデンと四フッ化エチ
レン共重合体）を用いることで、人から発生する拍動,肺の呼吸及び鼾振動等の信号を効
率よく検出することが可能となる。なお、本発明の人存在不在検出方法及び人存在不在検
出装置は、この実施例に限定されるものではない。
１．無呼吸症候群の判定
本装置は無呼吸症候群の判定にも使用することができる。睡眠時、呼吸,心拍,鼾,体動の
４つの信号を実時間でモニターする。このデータは、時系列で記憶装置に保存することが
できる。健康状態では、睡眠時、呼吸,心拍,鼾,体動から異常な状態は検出されない。
【００７９】
  しかしながら、無呼吸症候群の症状が現れる場合は、心拍信号は現れるが、鼾信号は消
失する。無呼吸症候群には、二種類の症状がある。一つは、閉塞型と言われる症状であり
、鼾信号以外の呼吸,心拍,体動振動は観察される。これは、実際は、睡眠時、肥満等の原
因により、喉がふさがれた状態となり、本能的に呼吸しようとする自発的な動きができる
ため、呼吸に伴う振動は観察されるが、実際は喉が塞がっているために、空気を吸う行為
はできていない状態である。更に、被験者は空気を吸えない苦しい状況にあり、体がもが
き、大きく動く状態になる。即ち、閉塞型では、実呼吸はしていないが、呼吸信号、体動
信号は観察されるのである。
一方、中枢型は、脳梗塞等のような原因に起因して、脳自体から、呼吸命令が出されない
ために、呼吸信号及び体動信号は原理的に観察されない。中枢型は、生命の危険に曝され
る重篤な病気であるが、従来、簡易的に、且つ無拘束状態で、中枢型、閉塞型とを見分け
る方法及び装置は存在しなかった。
本装置では、呼吸,心拍,鼾,体動の４つの信号を実時間でモニターできるので、高精度に
中枢型、閉塞型を見分けることができた。もちろん、原理的には、鼾,呼吸,心拍信号だけ
でも、最低限、見分けることは可能であるが、体動信号が加わることで、閉塞型における
呼吸と体動信号との関連性を分析することにより、閉塞型のより詳しい判断が可能になる
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。
２．終末期（死期）の判定
  更に本装置は人の終末期（死期）の判定にも使用することができる。特に、人の終末期
に、医師がこの状態過程、特に人の死期を見つけることが医学的には重要な課題となって
いる。
【００８０】
  本装置を用いて、呼吸,心拍,鼾,体動の４つの信号を実時間でモニターする。このデー
タは、時系列で記憶装置に保存することができる。終末期ではない状態において、被験者
の呼吸,心拍,鼾,体動の終末期の判定を検出する（基準データ取得）。
【００８１】
  その後、単位時間毎に、これら４つの信号の変化を実時間で検出する。そして、人が終
末期に近くなると、これら４つの信号に変化が現れる。呼吸信号変化では、死期直前にな
ると下顎呼吸症状が現れることが多い。この呼吸変化を知ることにより、死期が目前とな
っていることを知ることができる。
【００８２】
  本装置を用いた試験では、人の終末期において、下顎呼吸の検出以外でも、体動頻度が
基準値に比べて大幅に減少し、睡眠時の鼾も減少する。終わりには、呼吸が停止し、暫く
後に心拍は消失する。この呼吸停止から心拍停止の一連の流れにおける状態過程を「看取
りセンサー」として用いることができた。
【００８３】
  この変化は、傷病に応じて異なる。例えば、肺がんの場合は、呼吸困難に陥ることがあ
るため、呼吸数の増加、体動の増加という症状が現れる。これらの生体信号を単位時間当
たりの呼吸，体動，心拍，鼾（咳を含む）数の変化データから、死期を見つけることがで
きる。あるいは、死期の前に危篤状態に陥ることがある。この場合は、心拍数などの単位
時間当たりの数の増減だけではなく、心拍信号の強度の変化からも判定することができる
。
【００８４】
  このように症状に応じて、終末期の生体信号は異なり、単位時間当たりの信号数の変化
、又は信号強度の変化から判定することができる。
  信号強度の変化は、信号判定の閾値を複数個設定することにより、定量化することがで
きる。
【００８５】
  これらの症状は、従来、医師等関係者は経験的に周知しているものであるが、本装置で
は、これらの経験を定量化、定性化することにより、科学的に判定することができた。
  更に、これらの基準データを含む時系列のデータを遠隔地の医師等関係者に実時間で送
信し、状況変化を連絡通報することができるため、被験者の親族等関係者に死期を連絡通
報できるものである。
【００８６】
  なお、本装置は終末期の判定以外の被験者の状態変化をみるために応用できることは、
言うまでもない。
３．起き上がりセンサー
  病院や介護施設では、被験者（患者）のベッドからの転倒が大きな問題となっている。
これに対応するためには、被験者がベッドから転倒する前に、看護師等が被験者の状態を
把握する必要がある。具体的には、仰向けになっている状態から、転倒に至る過程には、
先ず起き上がる行為は途中過程として必要な行為であり、この「起き上がり」を判定した
いという医療・介護関係者の要望は強いものがある。
【００８７】
  図１５は起き上がりセンサーの実施例を示す図である。この場合は２つ以上の閾値を設
けることで、被験者の身体状態を細かく判断する判定データを作ることができる。
  存在不在判定の場合は図２に示す存在不在判定手段１４０における離床入床の判定にお
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いて、図１０に示す拍動振動性電気信号２１１を元に閾値電圧（Ｖ）２１０を基準として
拍動振動性電気信号２１１の有無を検出し、拍動振動性電気信号２１１が無い状態から有
る状態となり、存在判定継続時間２１２を超えた時点で存在２１３とするとしていた。  
【００８８】
  起き上がりを開始する際、図１５の波形（Ｇ）に最初の大きな体動が生じる。これを体
動信号として検出する。続いて起き上がった状態では、依然としてベッド等の上に被験者
が存在しているので、微弱な心拍及び呼吸信号を検出することができる。僅かな時間が経
過後、この微弱な信号が存在しなくなった時に、被験者は離床したと判断する。
【００８９】
  また、図１５の波形（Ｈ）は体動性電気信号４００と、拍動性電気信号４１０の時間的
な重なりの関係を示す。これを人存在不在検出装置で検出するためには、図１５の波形（
Ｊ）において、存在不在の閾値（第１閾値電圧４１１）の他に、微弱信号を検知する第２
の閾値（第２閾値電圧４１２）を設けることができる。第２の閾値（第２閾値電圧４１２
）を、第１の閾値（第１閾値電圧４１１）の１／２以下に設定することにより、第２の閾
値（第２閾値電圧４１２）以下の存在情報は被験者の心肺活動が弱くなったか、被験者が
振動センサーから遠のいていることを意味する。起き上がりの判定は、第１の閾値と第２
の閾値により判定された存在不在判定から決定される。
【００９０】
  第１の閾値は不在を示し、第２の閾値は存在を示す場合には、起き上がりと判定する。
第１の閾値は不在を示し、第２の閾値も不在を示す場合は離床したと判定する。これを用
いることで、離床を始める時の人の動きを認識でき、ベッド等からの起き上がりを判定す
ることができ、この状態を医師や看護師など関係者に連絡するか、これらのデータが遠隔
場所に送られて、医師等の関係者が遠隔的に知ることが可能となる。
【００９１】
  第２の閾値（第２閾値電圧４１２）の設定値は、センサーが配置された環境に応じて変
更することができるが、１／２以下であることが好ましい。更に、起き上がり状態の精度
を向上させるためには、第３の閾値を設定してもよい。少なくとも２つの閾値を設定する
ことにより、対応することができる。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
  本発明の人存在不在検出方法及び人存在不在検出装置は、人の座る椅子や座椅子、車両
の座席において、人の存在及び不在を検出することにも利用が可能である。
【符号の説明】
【００９３】
  １０  振動センサー手段
  １１  ベッド
  １２  マットレス
  １３  ベッドパッド
  １４  敷き布団
  １５  人
  １００  振動センサー手段
  １０１  振動センサー
  １０２  身体振動性電気信号
１０２’身体振動性電気信号
  １１０  差動信号増幅アンプ
  １２０  振動フィルタ手段
  １２１  肺呼吸振動フィルタ手段
  １２２  鼾振動フィルタ手段
  １２３  拍動振動性電気信号
  １２４  肺呼吸振動性電気信号
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  １２５  鼾振動性電気信号
  １４０  存在不在判定手段（離床入床判定手段）
  １４１  Ａ／Ｄコンバータ
  １４２  ＣＰＵ
  １４３  存在不在判定信号
  １５０  体動振動検出手段
  １５１  体動振動性電気信号
  １５２  体動振動フィルタ手段
１６０  通報手段
  １６０  拍動フィルタ周波数特性
  １６１  低域通過フィルタ（ＬＰＦ）
  １６２  高域通過フィルタ（ＨＰＦ）
  １６３  ＨＰＦ遮断周波数
  １６４  ＬＰＦ遮断周波数
  １７０  肺呼吸振動フィルタ周波数特性
  １７１  低域通過フィルタ（ＬＰＦ）
  １７２  ＬＰＦ遮断周波数
  １８０  鼾振動フィルタ周波数特性
  １８１  高域通過フィルタ（ＨＰＦ）
  １８２  ＨＰＦ遮断周波数
  １８３  低域通過フィルタ（ＬＰＦ）
  １８４  ＬＰＦ遮断周波数
  １９０  拍動肺呼吸振動フィルタ周波数特性
  １９１  低域通過フィルタ（ＬＰＦ）
  １９２  ＬＰＦ遮断周波数
  ２００  身体振動性電気信号
  ２０１  閾値電圧（Ｖ）
  ２０２  拍動振動性電気信号
  ２０３  閾値電圧（Ｖ）
  ２０４  肺呼吸振動性電気信号
  ２０５  閾値電圧（Ｖ）
  ２０６  鼾振動性電気信号
  ２１０  閾値電圧（Ｖ）
  ２１１  拍動振動性電気信号
  ２１２  存在判定継続時間
  ２１３  存在
  ２２０  閾値電圧（Ｖ）
  ２２１  肺呼吸振動性電気信号
  ２２２  存在判定継続時間
  ２２３  存在
  ２２４  閾値電圧（Ｖ）
  ２２５  肺呼吸振動性電気信号
  ２２６  不在判定継続時間
  ２２７  不在
  ２３０  閾値電圧（Ｖ）
  ２３１  鼾振動性電気信号
  ２３２  存在判定継続時間
  ２３３  存在
  ２３４  閾値電圧（Ｖ）
  ２３５  鼾振動性電気信号
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  ２３６  不在判定継続時間
  ２３７  不在
  ２４０  閾値電圧（Ｖ）
  ２４１  鼾振動性電気信号
  ２４２  鼾停止区間
  ２４３  鼾活動区間
  ２５０  平面シート形状
  ２５１  平面多角型形状
  ２５２  くし型形状
  ２５３  渦巻き型形状
  ２５４  稲妻型形状
  ２６０  リファレンス用センサー手段
  ２６１  記憶装置

【図１】 【図２】

【図３】
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